
と…5量当
まちのうごき

人口6，194人〔一26）

　男　　2，988人（一12／

　女3，206人（一14）

世帯数　1，749戸（一4）

63年2月1日現在人LI

　　〔　，は対前月比

63

3

恐しい交逓事敵
　県内でも多くの交通死亡事故が発生していますが、交通安全

協会では、更郷・埠谷幼稚園児を対象とした「交通安全教室」

を、り月25El開催しました。

　交通安全教室では人形を使っての実演も行われ．藺児たちは

交通事故の恐しさを肌で感じとっていました。
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昭和63年3月号（2）つ、
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墾
…
乱
繍
尊
／
姥
鑑
　
組
　
　
鈷
…
…
…
…
…
耐
「
驚
　
　

生
活
習
慣
を
大
切
に

　
新
入
学
を
約
一
ヶ
月
後
に
控
え
て

入
学
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
、
東
郷

小
学
校
の
一
年
生
を
担
当
し
て
い
る

嶋
添
三
代
子
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。二三三代子先生

　
「
春
よ
来
い
。
は
や
く
来
い
…
。
」

　
先
日
、
保
育
園
で
、
年
長
組
の
子

供
達
が
、
元
気
よ
く
歌
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
歌
声
を
聞
く
と
、
も
う

す
ぐ
一
年
生
に
な
る
ん
だ
と
い
う
、

新
入
生
の
は
ず
ん
だ
息
吹
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
ご
入
学
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
そ
の
喜
び
は
、
ひ
と
し
お
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
入
学
式
を
迎
え
ら

れ
る
ご
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
喜
び

と
同
時
に
、
不
安
も
ま
た
強
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
学
校
に
入
り
ま
す
と
、
今
ま
で

と
違
っ
て
、
学
習
し
、
覚
え
て
い
く

こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
友
達
と
仲
よ
く
生
活
し

な
が
ら
、
自
分
を
高
め
て
い
く
と
い

う
、
人
間
形
成
に
お
い
て
も
、
大
変

重
要
な
時
期
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
は
、
子
供

の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
、
少
し
ず

つ
教
育
す
る
の
で
す
か
ら
、
特
別
の

ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
学
習
面
で
は
、
自
分
の
名
前
く
ら

い
は
読
め
て
書
け
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
新
入
生
を

迎
え
た
担
任
が
苦
労
す
る
こ
と
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　
◎
自
分
が
困
っ
た
と
き
、
先
生
や

　
お
友
達
に
た
ず
ね
た
り
、
お
話
し

　
た
り
で
き
ず
に
、
し
く
し
く
泣
い

　
て
い
る
。

　
◎
落
ち
着
い
て
、
先
生
や
お
友
達

　
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
お

　
話
の
内
容
も
し
っ
か
り
聞
き
取
れ

　
な
い
。

　
◎
「
あ
な
た
の
お
う
ち
は
、
ど
こ

　
の
地
区
。
」
と
た
ず
ね
て
も
、

　
「
東
郷
。
」
又
は
、
「
山
陰
。
」
と
い
う

　
こ
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。

　
◎
お
友
達
と
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ

　
な
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
◎
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
返
事
を
せ

　
ず
、
黙
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
学
習
面
よ
り
、

む
し
ろ
生
活
面
で
の
苦
労
が
多
い
も

の
で
す
。
入
学
前
か
ら
、
少
し
ず
つ

で
も
心
が
け
て
い
た
だ
く
と
、
学
校

生
活
が
よ
り
楽
し
く
ス
タ
ー
ト
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
も

気
を
つ
け
、
今
か
ら
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
O
朝
、
起
こ
さ
れ
た
ら
さ
っ
と
お

　
　
き
る
。

　
O
顔
洗
い
・
歯
み
が
き
を
す
る
。

　
O
ひ
と
り
で
洋
服
の
脱
ぎ
着
が
で

　
　
き
、
脱
い
だ
服
を
た
た
め
る
。

　
〇
二
十
分
く
ら
い
で
食
事
が
で
き

　
　
る
。

　
o
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
入
学
を
前
に
、
希
望
に

燃
え
て
い
る
お
子
様
に
、
次
の
様
な

言
葉
は
慎
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
o
「
そ
ん
な
こ
と
す
る
と
、
先
生

に
言
い
つ
け
ま
す
よ
。
　
（
怒
ら
れ
ま

す
よ
）
。
」

　
（
先
生
へ
の
恐
怖
心
を
あ
お
り
、

先
生
の
イ
メ
ー
ジ
も
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
）

　
〇
二
年
生
に
な
る
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
く
ら
い
自
分
で
し
な
さ
い
。
L

　
（
方
法
を
指
示
し
て
や
ら
な
い
と

せ
っ
か
く
の
向
上
心
を
失
わ
せ
て
し

ま
う
。
）新

λ
学
児
童
憾

　　

@　

@
7
4
名

　
町
教
育
委
員
会
が
、
昭
和
六
十
三

年
二
月
四
日
現
在
で
調
査
し
た
昭
和

六
十
三
年
度
の
新
入
学
予
定
児
（
昭

和
五
十
六
年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十

七
年
四
月
一
日
生
V
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
が
直
接
教
育
委
貝
会
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
東
郷
小
学
校
〕
　
（
V
は
保
護
者
名

小
野
田
区
一
橋
口
恵
子
（
泉
）
　
橋

口
良
之
（
二
男
）
　
畝
原
郁
香
（
恵

美
子
）
　
戸
澤
美
穂
（
久
利
）
　
井

上
雅
史
（
尚
之
）
　
谷
口
真
衣
（
真

二
）
　
本
多
悠
馬
（
悌
二
）
　
寺
原

郷
子
（
弘
勝
V
　
福
良
和
久
（
信
一
）

村
川
衛
正
（
憲
正
）
　
甲
斐
由
華

（一

j
）
　
山
口
瑞
穂
（
幸
男
）

佐
藤
隆
一
（
雄
二
）
　
山
崎
真
梨
子

（
時
男
）

鶴
野
内
心
1
1
上
田
美
香
（
成
人
）

三
原
寛
（
清
臣
）
　
福
谷
英
司
（
豊

作
）
　
古
川
紗
織
（
廣
幸
）
　
寺
田

勝
（
義
則
）
　
林
幸
広
（
正
美
）

甲
斐
太
一
郎
（
公
代
）

迫
野
内
区
1
1
佐
藤
純
子
（
富
士
男
）

春
木
希
望
（
重
行
）
　
佐
藤
真
奈
美

（
和
子
）
　
鶴
田
大
介
（
太
美
）

八
重
原
区
1
1
甲
斐
勝
幸
（
重
光
）

福
二
哲
也
（
己
喜
男
）
　
河
野
喜
美

（
利
男
）
　
橋
本
馨
志
（
長
一
）

田
野
区
一
那
須
俊
之
（
楠
男
）
　
黒

田
圭
亮
（
静
夫
V
　
都
甲
裕
之
（
一

正
）羽

坂
区
1
1
日
吉
幸
代
（
勝
）
　
小
林

昌
紀
（
辰
蔵
）
　
黒
木
智
春
（
定
美
）

赤
木
康
太
（
正
昭
V
　
寺
原
直
子
（

良
雄
）
　
福
田
聖
哉
（
栄
子
）
　
寺

原
可
奈
子
（
国
博
）
　
井
本
絵
美
（

留
夫
）
　
川
野
佳
代
（
多
賀
男
）

僑
口
永
（
豊
）
　
寺
原
俊
憲
（
久
雄
）

仲
深
区
1
1
山
本
恵
（
建
男
）
　
橋
口

祥
子
（
信
行
）
　
甲
斐
美
早
（
和
明
）

〔
福
瀬
小
学
校
〕

酒
井
貴
史
（
佳
紀
）
　
直
野
佳
考
（

幸
信
）
　
小
川
満
（
良
昭
）
　
川
越

涼
子
（
和
夫
）
　
川
越
麻
美
（
重
美
）

新
名
義
昭
（
昭
夫
）
　
是
則
明
花
（

三
男
）
　
糸
平
新
悟
（
直
幸
）
　
長

池
利
雄
（
英
明
）
　
高
尾
美
津
江

（
廣
光
）
　
高
藤
晃
（
喜
久
夫
）

岩
田
太
輔
（
広
信
）

〔
坪
谷
小
学
校
〕

仲
工
区
－
一
前
川
裕
（
浩
規
）

安
紘
（
夫
美
雄
）

坪
谷
区
1
1
松
岡
肖
奈
（
二
美
）

水
野井

つ、
つ町報と（3）昭和63年3月号

江
差
陽
子
（
守
）
　
那
須
友
美
（
栄

子
）
　
山
口
真
吾
（
幸
善
）
　
井
上

知
己
（
幸
夫
）

〔
越
表
小
学
校
）

越
表
区
1
1
菊
池
康
英
（
和
夫
）

下
渡
川
区
1
1
日
高
晃
（
良
範
）

山

床
弘
樹
（
八
十
一
）

〔
寺
迫
小
学
校
）

海
野
大
輔
（
宏
）
　
高
野
彰
謙
（
幸

俊
）
　
黒
木
真
紀
（
血
道
）
　
田
代

舞
（
優
）
　
赤
松
奈
々
（
竹
春
V

赤
松
郁
美
（
春
義
）

労
働
時
間
を
矩
縮

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正

　　

@　

@　

@　

@　

P
1
四
月
一
日
か
ら

　
労
働
基
準
法
は
、
終
戦
後
ま
も
な

い
昭
和
二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
、
一

日
八
時
間
、
　
一
週
四
十
八
時
間
労
働

制
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
四
十
年
間

に
我
が
国
の
経
済
社
会
情
勢
は
、
当

／＼、

■
響
厨
甲
．　

、
＼

時
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

き
な
変
化
を
遂
げ
、

大

　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
者
福
祉
の

観
点
は
も
と
よ
り
長
期
的
に
み
た
雇

用
機
会
の
確
保
、
経
済
構
造
の
調
整
、

内
需
拡
大
、
国
際
協
調
等
々
の
面
か

ら
も
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
政
府
全

ヲ

、
7
〃

》レ

体
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
四
十
年
ぶ
り
に
、
労
働

基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、

①
法
定
労
働
時
間
の
短
縮

②
各
種
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入

③
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
導
入

　
な
ど
で
す
。

　
①
法
定
労
働
時
間
の
短
縮

　
週
4
8
時
間
か
ら
4
0
時
間
へ

　
法
律
の
一
部
改
正
の
第
「
の
内
容

は
、
法
定
労
働
時
間
の
短
縮
で
す
。

週
四
十
八
時
間
制
を
、
欧
米
諸
国
並

み
の
週
四
十
時
間
ま
で
引
き
下
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
段
階
的
に
短

縮
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
月

一
日
か
ら
は
週
四
十
六
時
間
制
が
実

施
さ
れ
、
週
四
十
時
間
へ
の
移
行
は
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
②
各
種
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入

　
業
務
形
態
に
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
柔
軟
に
対
応

、
変
形
労
働
時
間
制
と
は
業
務
の
繁

閑
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ
る
週
が
四
十

六
時
間
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て

も
、
他
の
週
と
平
均
し
て
法
定
労
働

時
間
の
範
囲
で
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

制
度
で
す
。

　
一
一
ヵ
月
単
位
の

　
↑

　
　
　
　
変
形
労
働
時
間
制

　
看
護
婦
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の

方
た
ち
は
、
一
日
八
時
間
以
上
働
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
各
日
・
各
週
の
労

働
時
間
を
就
業
規
則
で
具
体
的
に
決

め
る
こ
と
で
、
　
一
ヵ
月
を
単
位
と
し

た
変
形
労
働
時
間
を
採
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
期

間
内
な
ら
、
　
↓
日
八
時
間
を
超
え
て

も
、
週
四
十
六
時
間
を
超
え
て
も
、

週
平
均
労
働
時
間
が
四
十
六
時
間
以

下
に
な
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ロ
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

　
フ
レ
ッ
ク
ス
と
は
本
来
「
順
応
性

の
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
労
働
者

自
ら
が
生
活
と
仕
事
の
都
合
を
調
整

し
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

労
働
時
間
の
計
算
方
法
は
、
前
述
日

と
同
じ
で
す
。

⇔
三
ヵ
月
単
位
の

　
　
　
　
変
形
労
働
時
間
制

　
こ
の
制
度
は
、
季
節
に
よ
り
業
務

の
忙
閑
の
差
が
で
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
平
均
労
働
時
間
を
週

平
均
四
十
時
間
以
下
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
一
　
一
週
間
単
位
の
非
定
型
的

　
　
　
　
　
変
形
労
働
時
間

　
こ
の
制
度
は
、
旅
館
業
な
ど
三
十

人
未
満
の
小
規
模
事
業
に
限
っ
て
採

用
で
き
る
も
の
で
す
が
、
週
平
均
労

働
時
間
を
四
十
四
時
間
以
下
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
改
善

　
最
低
日
数
が

　
　
　
　
6
日
か
ら
1
0
日
に

　
年
次
有
給
休
暇
の
最
低
日
数
が
、

六
日
か
ら
十
日
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
　
一
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
十
日
、

次
年
度
以
降
は
一
日
目
つ
加
算
さ
れ

て
、
最
高
二
十
日
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
規
模
が
三
百
人
以
下
の

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
猶
予
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
労
働
時
間
の
算
定
方

法
と
賃
金
、
退
職
手
当
に
関
す
る
規

定
も
整
備
さ
れ
、
い
ず
れ
も
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
労
働
基
準
法

　　

@　

ﾌ
説
明
会

▽
3
月
9
日
　
日
向
農
協
会
館

▽
3
月
1
0
日
　
延
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
　
農
協
会
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
3
0
分

　
か
ら

▽
参
加
申
込
等
は
、
宮
崎
労
働

　
基
準
協
会
延
岡
支
部
へ

含
〇
九
八
五
一
三
四
－

　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
三
八



昭和63年3月号（4＞、
つ

こ“
・
つ町報と

し
め
や
か
に

故
塩
月
儀
市
氏

東
郷
町
告
別
式

　
東
郷
町
名
誉
町
民
・
故
塩
月
儀
市

さ
ん
（
一
月
十
九
日
死
去
・
九
十
一

歳
）
の
東
郷
町
告
別
式
が
、
二
十
三

日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
町
中
央
公
民

館
で
し
め
や
か
に
営
な
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
教
育
関
係

者
な
ど
約
三
百
五
十
名
が
参
列
し
、

塩
月
さ
ん
の
生
前
の
功
績
を
偲
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、
式
の
初
め
に
叙
位
「
従
五

位
」
の
伝
達
が
遺
族
に
行
わ
れ
ま
し

た
。　

会
場
の
中
央
に
は
、
菊
の
花
に
囲

ま
れ
た
遺
影
が
置
か
れ
、
町
長
の
式

辞
に
続
き
、
県
知
事
、
県
議
会
議
長
、

橋
口
町
議
会
議
長
ら
の
弔
辞
が
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
参
列
者
が
次
々
に
献

花
を
行
い
ま
し
た
。

　
故
塩
月
さ
ん
は
、
大
正
四
年
門
川

＜
式
辞
を
述
べ
る
高
森
町
長

φ

，
　
ヒ

蒐

毒
　
：
韓
、
帽
、

争

尋
常
高
等
小
学
校
を
振
出
し
に
昭
和

二
十
八
年
三
月
ま
で
、
三
十
八
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
公
立
小
・
中
学

校
の
教
諭
、
校
長
を
歴
任
し
、
児
童

生
徒
の
教
育
指
導
、
学
校
経
営
と
教

育
の
分
野
に
お
い
て
尽
力
さ
れ
、
宮

崎
県
の
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
学
校
長
退
任
後
は
、
東
郷
町
教
育

長
、
郷
土
史
編
纂
委
員
長
、
文
化
財

保
存
委
員
長
と
し
て
、
曲
豆
富
な
知
織

と
経
験
を
生
か
し
、
す
ぐ
れ
た
指
導

力
と
情
熱
を
傾
注
し
て
、
文
化
団
体

の
育
成
を
図
り
、
地
域
文
化
の
向
上

に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
若
山

牧
水
の
違
業
を
顕
彰
す
る
た
め
、
昭

和
二
十
六
年
若
山
牧
水
顕
彰
会
を
結

成
、
自
ら
そ
の
理
事
に
就
任
し
、

＜
参
列
者
が
次
々
に
献
花
を
行
い

　
功
績
を
偲
ぶ

「
牧
水
祭
」
の
開
催
、
牧
水
生
家
の
買

収
、
牧
水
記
念
館
の
建
設
、
牧
水
か

る
た
の
製
作
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。　

自
ら
も
、
「
牧
水
を
語
る
」
「
牧
水

と
旅
・
酒
」
「
牧
水
の
生
涯
」
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
に
東
郷
町
名
誉
町
民

の
称
号
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
教
育
功

労
で
、
昭
和
四
十
】
年
に
叔
勲
（
勲

五
等
双
光
旭
日
章
）
、
昭
和
五
十
三

年
に
社
会
教
育
功
労
に
よ
る
文
部
大

臣
表
彰
、
昭
和
五
十
五
年
県
文
化
賞
、

昭
和
五
十
八
年
教
育
功
労
で
知
事
表

彰
、
昭
和
六
十
二
年
地
域
文
化
功
労

に
よ
り
文
部
大
臣
表
彰
な
ど
を
受
け

て
い
ま
す
。

若
山
旅
人
氏

　
　
（
若
山
牧
水
の
長
男
）

　
　
か
ら
贈
ら
れ
た

　
　
　
　
　
追
悼
の
歌

永
ら
へ
て

　
山
陰
の
た
め
に

　
　
　
つ
く
し
ま
せ
と

年
を
迎
へ
て

祈
り
し
も
ゆ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
旅
人

、
つご、

つ町報と〔5）昭和63年3月号

、
つ

牧水の里に

　　健脚を競
牧水ロードレース大会

　
第
八
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
一
月
二
十
四
日
、
牧
水
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
午
前
九
時
か
ら
の
開
会

行
事
に
引
き
続
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
（
タ
イ
ム
レ
ー
ス
）
、
「
般
女

子
二
干
メ
ー
ト
ル
、
小
学
生
二
千
メ

ー
ト
ル
、
一
般
男
子
一
万
メ
ー
ト
ル

な
ど
、
十
二
種
目
に
三
百
三
十
四
人

が
参
加
し
て
、
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

種
目
毎
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

〔
三
千
メ
ー
ト
ル
ジ
ョ
ギ
ン
グ
〕

（
宣
言
タ
イ
ム
と
の
差
を
競
う
も
の
）

　
一
位
那
須
智
行
3
秒

　
二
位
　
山
床
民
枝
　
4
秒

　
三
位
　
海
野
亜
由
美
6
秒

　
闇
議

　
、
鶴
趣

麹嚢
ゑ
．
　
ポ
罫

二
認

　
〔
三
千
メ
ー
ト
ル
〕

〇
一
般
男
子
（
二
十
九
歳
以
下
）

　
｝
位
矢
野
浩
芳
1
6
分
4
7
秒

　
二
位
　
矢
野
秀
磨
　
1
6
分
4
7
秒

　
三
位
　
浜
辺
治
郎
　
1
6
分
4
8
秒

〇
一
般
男
子
（
四
十
歳
代
V

　
一
位
　
矢
野
義
行

　
二
位
　
三
浦
由
男

　
三
位
　
橋
口
克
義

。
中
学
男
子

　
一
位
　
糸
平
格

　
二
位
　
岩
見
　
真

　
三
位
　
海
野
道
明

　
〔
二
千
メ
ー
ト
ル
〕

o
一
般
男
子

　
一
位
　
黒
木
幸
男

　
二
位
　
黒
木
　
勲

　
三
位
　
三
浦
正
教

〇
一
般
男
子

　
一
位
　
栗
須
信
利

1010

分分
5633

秒秒

10

分
21

秒

11

分
33

秒

1110

分界
1946

秒秒

（
四
＋
無
代
）

　
　
　
7
分
5
1
秒

　
　
　
7
分
5
8
秒

　
　
　
8
分
3
9
秒

（
五
＋
歳
代
）

　
　
　
6
分
5
5
秒

　
二
位
　
稲
田
英
男
　
9
分
8
秒

〇
一
般
女
子

　
一
位
那
須
文
代
8
分
4
7
秒

　
二
位
　
岩
見
美
代
子
　
8
分
5
1
秒

　
三
位
　
木
村
真
智
子
　
1
1
分
3
秒

。
小
学
生
女
子

　
一
位
石
田
妙
8
分
2
3
秒

　
二
位
　
那
須
紀
佳
　
8
分
2
4
秒

　
三
位
　
黒
木
美
穂
　
8
分
3
5
秒

。
小
学
生
男
子

　
「
位
　
岩
見
　
新
　
7
分
7
秒

　
二
位
　
森
西
信
一
　
7
分
1
7
秒

　
三
位
　
杉
本
「
志
　
7
分
4
6
秒

O
中
学
生
女
子

　
一
位
　
田
原
美
由
紀
　
7
分
5
7
秒

　
二
位
　
吉
田
知
恵
　
8
分
8
秒

　
三
位
　
田
原
ル
ミ
子
　
8
分
1
4
秒

〔
五
千
メ
ー
ト
ル
〕

一
位
　
中
村
武
男
　
1
6
分
3
4
秒

二
位
　
黒
木
　
動
…
　
1
8
分
4
4
秒

三
位
　
井
伊
史
彦
　
1
8
分
5
3
秒

〔一

怎
＝
[
ト
ル
〕

一
位
岩
田
広
俊
3
5
分
4
0
秒

二
位
　
牧
口
孝
雄
　
4
0
分
1
4
秒

三
位
　
富
永
親
子
　
4
1
分
－
秒

　
　
　
　
　
肇

短
歌

▼責任ある行動を
　東郷中学校では、立春に当る2月4日、

2年生全員の“立志式、、を行いました。

　この立志式は、14歳を人生の節目として

自分の立場を自覚し、常に志を立て、責任

ある行動をと毎年行われているものです。

＜
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
ど
う
ぞ
〃

尾
鈴
短
歌
会

北
風
の
強
く
な
り
し
と
河
原
を
見
る

一
瞬
に
つ
む
じ
風
起
る

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

　
　
　
蚕
蚕
炉
メ
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸

カ
モ
の
群
庵
辺
近
き
に
声
の
し
て
目

ざ
め
し
朝
は
ま
だ
薄
暗
き

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
　
初
子

三
年
経
て
身
ご
も
り
し
三
見
つ
つ
を

り
起
き
伏
す
さ
ま
を
わ
れ
は
気
づ
か
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
貝
田
　
イ
セ

螢
蚕
蚕
’
葦

　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
東
郷
町
む
ら
お
こ
し
推
進

協
議
会
で
は
、
二
作
目
の
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
牧
水
祭
を
題
材
に
し
た
も

の
で
、
　
一
枚
八
百
円
で
、
牧

水
記
念
館
、
牧
水
庵
、
及
び

役
場
企
画
財
政
課
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
蚕
が
～
蚕
玄
萎
～
ρ
～
4

農
継
が
ぬ
子
に
こ
の
老
の
先
々
は
山

が
頼
り
と
聞
け
ば
胸
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

苦
し
ま
ず
逝
き
た
る
父
を
偲
ぶ
今
日

夢
の
間
に
過
ぐ
十
九
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



昭和63年3月号（6）、
つ

こ“、
つ

と報町

　
羽
坂
は
地
形
が
大
変
よ
く
出
来
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
南
に
冠
岳
連
峰

よ
り
、
熊
山
、
西
林
の
峰
が
あ
り
、
そ

の
麓
に
坪
谷
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ

の
川
が
又
村
の
中
央
地
帯
を
流
れ
て

い
る
の
で
都
合
が
よ
い
。
即
ち
樋
田

渕
か
ら
流
水
が
二
つ
に
分
れ
て
、
井

尻
川
と
日
ヶ
道
川
と
に
な
り
、
田
畑

灌
慨
用
水
が
思
う
様
に
出
来
て
い
る
。

自
然
の
用
水
路
の
感
あ
り
。

　
日
下
道
に
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
が
広
い

田
ん
ぼ
の
真
中
に
工
場
を
建
て
躍
進

す
る
羽
坂
の
象
徴
を
表
現
し
て
い
る▲整備された大師公園

か
の
様
に
も
思
え
る
。
工
場
経
営
者

が
田
野
出
身
の
中
島
弘
明
君
で
東
京

本
社
で
世
界
貿
易
の
指
揮
を
取
り
、

羽
坂
工
場
に
弟
義
信
君
、
昇
君
等
に
経

営
を
ま
か
せ
て
い
る
。

　
郷
土
の
若
者
が
郷
土
を
舞
台
に
活

躍
す
る
姿
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
．

　
羽
坂
区
は
今
新
し
い
村
お
こ
し
運

動
を
初
め
た
。
大
師
祭
り
の
復
活
で

あ
る
。
羽
坂
の
お
大
師
祭
り
は
歴
史

的
伝
統
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
時
代

の
流
れ
に
は
勝
て
な
か
っ
た
の
か
、

呉
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
度
山
本
和
年

公
民
館
長
が
中
心
と
な
り
、
旧
大
師

廊
を
拡
大
し
た
。
相
当
広
く
開
発
整

地
さ
れ
て
、
そ
こ
に
大
師
像
建
立
や

桜
並
木
植
樹
、
構
想
は
見
事
な
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

場
所
が
眺
望
よ
く
、
耳
川
の
流
れ
、

新
東
郷
橋
に
、
国
産
材
工
場
を
眼
下

に
見
な
が
ら
、
祭
り
気
分
を
あ
げ
よ

う
と
言
う
の
で
あ
る
。
今
年
の
三
月

二
十
一
日
大
師
祭
り
は
新
し
い
趣
向

を
こ
ら
し
た
祭
り
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
羽
坂
だ
け
の
祭
り
で

な
く
町
内
外
に
広
く
P
R
さ
れ
た
お

大
師
祭
り
に
な
る
こ
と
を
切
望
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
村
の
人
々
に
降
る
活
気
を
起
さ
せ

る
と
言
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
祭
り

と
言
っ
た
事
等
は
大
変
よ
い
こ
と
で

す
。
田
代
の
「
お
ん
田
祭
り
」
に
私
は

毎
年
行
っ
て
見
る
が
、
村
人
の
気
分

が
明
朗
活
達
で
あ
る
。
羽
坂
の
大
師

祭
り
を
成
功
さ
せ
る
か
否
か
は
、
皆

が
公
民
館
長
等
役
員
と
一
体
と
な
っ

て
が
っ
ち
り
取
組
む
こ
と
で
す
。
必

ず
や
成
功
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
目
を
転
じ
て
井
尻
、
日
下
道
、
羽

坂
あ
た
り
の
田
ん
ぼ
が
き
れ
い
に
ほ

場
整
備
さ
れ
て
、
美
田
が
次
々
に
広

が
っ
て
い
く
。
羽
坂
は
恵
ま
れ
た
水

田
地
帯
で
あ
る
と
私
は
常
に
思
う
。

真
中
を
坪
谷
川
が
流
れ
て
い
て
、
水

の
心
配
は
い
ら
な
い
。
将
来
は
又
坪

谷
川
の
河
口
付
近
か
ら
東
郷
僑
下
付

＾
、
畳
斉
一
｛
一
日
儀

（入、

y

近
の
空
地
等
を
利
用
し
た
、
大
き
い

遊
園
地
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
河

川
敷
公
園
と
申
し
て
い
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
私
は
三
月
に
な
る
と

羽
坂
公
民
館
に
腰
を
お
ろ
し
て
向
い

の
山
に
一
面
に
咲
き
開
い
た
山
桜
の

美
し
さ
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

山
陰
の
家
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
公
民
館
に
皆
さ
ん
是
非
御
出
く
だ

さ
っ
て
こ
の
山
桜
を
見
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

，若山牧水・
ヒ民））籔XX庸，v物．Y⊥．dY

牧
水
の

　
　
　
小
説

古
い
村
㈹

塩
月
儀
市

「
何
処
の
子
で
す
」

と
き
く
》
一

「
そ
れ
、
あ
の
初
さ
ん
の
だ
よ
」

　
と
い
う
。
自
分
は
驚
い
た
。

　
い
つ
の
間
に
初
太
郎
は
斯
ん
な
子

を
こ
し
ら
え
て
お
い
た
の
だ
ろ
う
。
聞

け
ば
彼
の
病
気
の
烈
し
か
っ
た
時
、

一
生
懸
命
に
な
っ
て
彼
を
看
病
し
た

彼
の
家
の
下
女
が
こ
れ
を
産
ん
だ
の

　
　
　
　
　
　
は
ら
ド
の

だ
そ
う
だ
。
彼
は
初
は
ど
う
し
て
も

誰
の
子
で
あ
る
と
言
わ
な
か
っ
た
そ

う
だ
が
、
滑
石
も
経
っ
て
か
ら
と
う

．
置

と
う
打
ち
明
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
何
故
か
く
し
て
お
い
た
の
か
と
訊

い
た
ら
、
肺
病
人
の
子
と
知
れ
た
ら

と
て
も
真
人
間
扱
い
は
せ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
答
え
る

の
で
、
そ
れ
な
ら
何
故
ず
っ
と
か
く

し
通
さ
な
か
っ
た
と
重
ね
て
訊
く
と
、

月
が
経
つ
に
従
っ
て
だ
ん
だ
ん
死
ん

だ
人
に
似
て
来
る
か
ら
と
言
っ
た
相

だ
。　

初
太
郎
は
自
分
の
子
を
見
ず
に
死

に
、
勿
論
子
は
永
久
に
そ
の
父
を
知

ら
な
い
。
自
分
は
急
に
逢
た
く
な
っ

て
用
事
に
来
て
い
る
と
い
う
そ
の
子

の
母
を
見
に
下
に
降
り
て
行
っ
た
。

白
こ
そ
可
な
り
白
け
れ
頬
骨
の
大
き

い
眉
の
太
い
鼻
の
小
さ
な
唇
の
厚
い

移
し
く
み
に
く
い
女
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
心
は
い
か
に
も
好
い
ら
し
く
、

一
寸
見
た
だ
け
で
も
自
分
も
こ
の
女

を
可
愛
く
思
っ
た
。

　
今
は
半
分
盲
目
の
そ
の
子
の
祖
父

に
仕
え
て
羨
し
い
ほ
ど
仲
睦
じ
く
暮

し
て
居
る
と
い
う
。
自
分
は
そ
の
子

を
抱
い
て
み
た
。
割
合
ま
せ
た
口
を

利
く
。
な
る
ほ
ど
見
れ
ば
見
る
程
気

味
の
悪
い
ま
で
に
亡
き
友
に
酷
似
し

て
い
る
。
自
分
の
心
の
隅
に
は
あ
り

あ
り
と
故
人
の
寂
し
い
面
影
が
映
っ

て
い
た
。

　
自
分
の
病
気
は
二
ヶ
月
あ
ま
り
で

辛
く
も
快
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
待
っ

て
暇
を
告
げ
て
自
分
は
郷
里
を
去
っ

た
。
い
よ
／
＼
明
日
出
立
す
る
と
い

う
前
の
晩
、
両
人
の
親
と
一
人
の
子

と
は
、
台
所
に
近
い
小
座
敷
で
向
き

合
っ
て
他
人
入
ら
ず
酒
を
酌
ん
だ
。

　
そ
の
こ
ろ
、
山
の
深
い
所
だ
け
に

こ
こ
ら
の
天
地
に
は
震
う
秋
が
立
っ

て
い
た
。
言
葉
数
も
少
く
、
杯
も
一

向
に
す
・
ま
ぬ
。
座
の
一
方
の
津
灯

に
は
冷
か
に
風
が
揺
い
で
い
る
。
此

ご
ろ
で
は
少
し
飲
め
ば
す
ぐ
に
酔
う

に
な
っ
て
い
る
父
が
、
そ
の
夜
は
更

に
酔
は
な
い
。

　
「
お
前
、
一
体
そ
の
お
前
の
学
校

を
卒
業
す
る
と
何
に
な
れ
る
の
だ
と

か
云
っ
た
な
」
暫
く
何
か
考
え
て
い

て
彼
は
斯
う
問
い
か
け
た
。
「
左
様
で

す
ね
、
ま
ア
新
聞
記
者
と
か
中
学
校

の
教
師
と
か
で
し
ょ
う
。
」

　
塩
月
儀
市
先
生
が
、
去
る
一
月
十
九
日
急

逝
さ
れ
ま
し
た
、
こ
の
若
山
牧
水
の
原
稿
は

生
前
に
ご
投
稿
い
た
だ
い
て
い
た
も
の
で
、

最
後
ま
で
連
載
い
た
し
ま
す
．
．

、
つ

こ“、
つ
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⑳
子
喜
癌

　
卵
巣
癌
．
乳
癌

　
　
　
東
郷
病
院
院
長

　
　
　
　
　
鈴
木
俊
　
一

　
消
化
器
の
癌
（
胃
癌
、
大
腸
癌
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
報
に

何
回
か
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
回
は
特
に
生
殖
器
を
中
心
と
し
た

女
性
特
有
の
癌
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
癌
に
は
、
子
宮
癌
、

卵
巣
癌
、
乳
癌
が
あ
り
ま
す
が
、
子

宮
癌
と
卵
巣
癌
は
産
婦
人
科
で
、
乳

癌
は
外
科
で
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
．

　
赴
任
し
て
八
ヶ
月
で
す
が
、
こ
の

間
に
卵
巣
癌
の
方
が
一
人
、
乳
癌
の

方
が
一
人
な
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
癌
は
、
昭
和
三
十
年
位
に
は

人
口
十
万
に
対
し
、
十
五
・
二
人
死

亡
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
四
・

四
人
程
度
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
．
、

　
減
少
の
理
由
と
し
て
は
、
胃
癌
と

同
様
に
検
診
車
が
で
き
て
早
期
発
見

早
期
治
療
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
症
状
は
、
不
正
性
器
出
血
、
不
良

帯
下
（
異
常
な
お
り
も
の
）
な
ど
で

す
が
、
夫
婦
生
活
後
の
出
血
で
気
づ

か
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
以
上
の
症
状
で
も
子
宮
癌
に
特
異

的
な
も
の
で
も
な
く
、
他
の
疾
患
の

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
発
見
が
遅

れ
る
方
は
、
御
・
王
人
の
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
方
や
高
齢
の
方
に
か
た
よ
る

よ
う
で
す
。

　
子
宮
癌
の
方
は
、
二
十
歳
以
上
が

ほ
と
ん
ど
で
、
二
十
上
代
は
一
・
四

％
程
度
で
す
の
で
、
婦
人
検
診
は
三

十
歳
以
上
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
人
受
診
さ
れ
る
う
ち
一
～
二
人
み

つ
か
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
同
じ
人

が
毎
年
受
診
を
さ
れ
る
の
で
、
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
は
是
非
受
診
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
卵
巣
癌
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
代

で
発
生
し
ま
す
。
人
口
十
万
に
対
し

二
・
五
人
の
死
亡
率
で
イ
ギ
リ
ス
の

四
分
の
「
程
度
の
疾
患
で
す
。
町
内

で
は
、
六
十
二
年
度
に
］
名
こ
の
た

め
亡
く
な
り
ま
し
た
。
卵
巣
は
子
宮

と
結
着
し
、
腹
の
中
で
は
ぶ
ら
ぶ
ら

衡
『

。
8

ク
り
◎
・
●

　
ク
リ

、

κ
◎

し
て
い
ま
す
の
で
、
癌
に
な
っ
て
も

症
状
が
で
に
く
く
、
膵
臓
癌
と
と
も

に
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
の
多
い
癌
で

す
。　

私
が
県
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
る

頃
に
五
歳
の
卵
巣
癌
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
自
分
で
経
験
し
た

方
で
は
こ
の
方
が
最
年
少
で
す
が
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お
こ
り
ま
し
て
、

発
見
が
遅
れ
る
の
で
、
他
の
疾
患
で

子
宮
を
と
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
子

宮
筋
腫
な
ど
の
手
術
で
は
、
四
十
歳

以
上
で
は
卵
巣
も
一
緒
に
取
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
乳
癌
で
は
、
女
性
の
癌
の
中
で
は

胃
癌
、
肺
癌
、
膵
癌
に
次
い
で
四
番

目
に
多
い
癌
で
す
。
外
科
で
扱
わ
れ

ま
す
。
日
本
で
は
私
の
調
べ
た
と
こ

乳がんで死亡する率の高い年齢
　昭和56年入口動態統計（人口10万対）b

10

ろ
、
六
歳
の
男
の
子
の
最
年
少
の
例

で
す
が
、
六
・
七
歳
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
手
術
療
法
と
な
り
、
手

術
に
な
る
方
の
九
五
％
以
上
が
三
十

歳
以
上
で
す
の
で
、
集
団
検
診
を
行

っ
て
い
る
宮
城
県
で
は
、
検
診
の
対

象
は
三
十
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
で
も
、
今
年
の
四
月
よ
り

検
診
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
症
状
と
し
て
も
、
腫
癌
と
し
て
ふ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
自
分

で
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
唯
］
の

癌
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
乳
房
の
外
上
四
分
の
一
に
多
い
の

で
す
が
、
血
縁
に
乳
癌
の
人
の
い
る

方
、
子
供
を
生
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
、
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　　　昭和57年人口動態統計

生
ん
で
も
母
乳
を
や
ら
な
か
っ
た
方

に
多
い
よ
う
で
す
。
町
立
病
院
の
外

科
で
は
、
三
十
歳
以
上
の
方
す
べ
て

診
察
し
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
の
赴

任
し
て
か
ら
は
一
名
の
み
し
か
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
宮
城
県
の
集
団

検
診
の
報
告
で
は
、
千
人
中
一
～
二

名
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
三
種
類
の
癌
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。
胃
癌
、
肺
癌
、
肝
癌
に

次
い
で
、
乳
癌
、
膵
癌
、
子
宮
癌
、

直
腸
癌
の
順
に
多
い
の
で
す
が
、
肝

癌
、
膵
癌
を
除
い
て
は
、
私
も
二
十

代
の
方
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
特
に

子
宮
癌
、
乳
癌
、
こ
の
病
気
で
死
ぬ

の
は
希
に
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で

す
の
で
進
ん
で
検
診
さ
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　　人
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奨
学
生
を
募
集

ρ
　
d0

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
昭
和
六
十
三
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
続
き
五
年
以
上
在
住

し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在
学
し

て
い
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
、
及
び
在
学
証
明
書
を

必
ず
添
え
て
申
込
む
こ
と
。

　
継
続
申
込
み
者
は
、
高
校
に
つ
い

て
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学
は

願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え
て

申
込
む
こ
と
。

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
2
0
日
㈹

▽
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
．
．

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
。

▽
貸
与
額

　
高
校
　
月
額
一
万
円

　
大
学
　
月
額
二
万
円

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
　
「
現
況
」
で
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
評
価
替
の
年
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
縦
覧
期
間
が
一
ヶ
月
遅
く

な
り
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

　
　
4
月
1
日
～
4
月
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

　
　
役
場
税
務
課

　
※
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に

　
限
り
ま
す
。
他
人
名
儀
の
縦
覧
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
東
郷
町

　
　
　
職
員
採
用
試
験

　
東
郷
町
職
員
採
用
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

▽
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
栄
養
士
　
一
名
（
病
院
勤
務
）

▽
受
験
資
格

　
栄
養
士
の
免
許
を
有
し
、
昭
和
3
7

　
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
3
年
4
月

号
1
日
中
で
に
生
ま
れ
た
者
。

▽
受
付
期
間

　
3
月
1
日
～
3
月
9
日
（
木
）

▽
受
験
手
続

　
受
験
申
込
用
紙
が
役
場
総
務
課
に

　
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
申
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
の
日
時
及
び
場
所

○
「
次
試
験
　
3
月
1
3
日
8
時
3
0
分
～

〇
二
次
試
験
　
3
月
下
旬
に
一
次
試

　
験
合
格
者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　
※
場
所
は
い
ず
れ
も
東
郷
町
役
場

▽
問
い
合
わ
せ

　
受
験
手
続
な
ど
詳
し
く
は
役
場
総

　
務
課
へ
（
智
六
九
－
二
一
一
一
）

不
動
産

　　

ｳ
料
相
談
会

▽
日
時
　
4
月
2
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
古
屋
百
貨
店
宮
崎
店

　
留
〇
九
八
五
－
二
七
－
四
一
一
一

▽
相
談
員
　
県
内
の
不
動
産
鑑
定
士

　　

}
書
の
寄
贈

　
鶴
野
内
の
那
須
幸
雄
さ
ん
か
ら
、

教
育
委
員
会
に
図
書
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
図
書
室
に
備
え
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税

寄
何
の
窃
礼

　
梅
花
講
の
皆
さ
ん
か
ら
、
歳
末
の

寒
行
で
得
ら
れ
た
お
布
施
を
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
教
育
委
員
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
成
願
寺
へ
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
小
林
ミ
チ
子
さ
ん
か
ら

　
（
直
野
ユ
キ
エ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
富
山
樹
さ
ん
か
ら

　
（
フ
ヂ
さ
ん
・
6
1
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
孝
雄
さ
ん
か
ら

　
（
シ
マ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
佐
藤
久
さ
ん
か
ら

　
（
カ
オ
ル
さ
ん
・
6
8
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
鶴
田
三
好
さ
ん
か
ら
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